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抽出語 出現頻度 抽出語 出現頻度
思う 35 違う 7
実習 35 課題 7
学ぶ 27 学び 7
代替実習 25 高齢 7
分野 25 人 7
感じる 23 本当に 7
先生 19 ありがとう 6
多い 19 課題シート 6
クラス 17 質問 6
自分 16 取り組む 6
現場 15 出来る 6
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オンデマンド 12 対面 6
行う 12 大きい 6
考える 11 聞く 6
時間 11 毎日 6
良い 11 教員 5
作成 10 講義 5
学べる 9 今後 5
個別支援計画 9 増やす 5
指導 9 大変 5
他 9 長い 5
意見 8 動画 5
今回 8 得る 5
施設 8 不安 5


























出現頻度の最多は「利用(9 回)」、「特に(6 回）」、「分野(6 回）」、次いで「個別支援計画(5














抽出語 出現頻度 抽出語 出現頻度
利用 9 職種 3
特に 6 話し合い 3
分野 6 もう少し 2
個別支援計画 5 プログラム 2
作成 5 学び 2
施設 5 感じる 2
実際 5 関わる 2
アセスメント 4 機会 2
学ぶ 4 経験 2
見る 4 行く 2
行う 4 時間 2
思う 4 自分 2
児童 4 取り入れる 2
実習 4 選択 2
様子 4 対面 2
良い 4 面接 2











図 12 共起ネットワーク・実習プログラム以外での希望 
 
Ⅵ．代替実習の成果と今後の課題 
１．代替実習の成果 
 最後に、代替実習の成果と課題をまとめる。 
最大の成果は、手探りのなかから代替実習という学びのスタイルを構築したことであ
る。ここでは大きく 2点が評価できる。 
一つは、24日間のプログラムと教材を作成したことである。まず 1日の流れとして、オ
ンデマンドコンテンツの視聴、課題ワークシートの作成、Zoomによる振り返りと共有、
日誌の作成という型をつくることができた。また、今回使用したオンデマンドコンテンツ
は、厚生労働省の実習カリキュラムおよび一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連
盟の実習ガイドラインを網羅するもので、学生達にとっては広く多様な知識を得るには十
分な内容であったと考える。今後、代替実習以外にも教材として活用することが可能であ
る。加えて、途中で個別支援計画作成にむけた大学で実施する 4日間を設けたことによ
り、一人で学ぶよりも学びの効果が上がっていた。 
二つ目は、代替実習の実施体制が構築できたことである。教員間での役割分担のもと各
担当の責任を明確にしたこと、代替実習総括担当者と運営委員を置き、生じた課題を臨機
応変に検討・対応したことにより、大きな問題なく終えることができた。 
次年度以降も、コロナの状況により現場実習ができない学生が生じる可能性がある以
上、2020年度に代替実習の基盤形成を行ったことは、今後に生かせる成果といえよう。 
図12　共起ネットワーク・実習プログラム以外での希望
Ⅵ．代替実習の成果と今後の課題
１．代替実習の成果
　最後に、代替実習の成果と課題をまとめる。
　最大の成果は、手探りのなかから代替実習という学びのスタイルを構築したことである。ここでは大きく２
点が評価できる。
　一つは、24日間のプログラムと教材を作成したことである。まず１日の流れとして、オンデマンドコンテン
ツの視聴 課題ワークシートの作成、Zoomに る振り返りと共有、日誌の作成という型をつくることができ
た。また、今回使用したオンデマンドコンテンツは、厚生労働省の実習カリキュラムおよび一般社団法人日本
ソーシャルワーク教育学校連盟の実習ガイドラインを網羅するもので、学生達にとっては広く多様な知識を得
るには十分な内容であったと考える。今後、代替実習以外にも教材として活用することが可能である。加え
て、途中で個別支援計画作成にむけた大学で実施する４日間を設けたことにより、一人で学ぶよりも学びの効
果が上がっていた。
　二つ目は、代替実習の実施体制が構築できたことである。教員間での役割分担のもと各担当の責任を明確に
したこと、代替実習総括担当者と運営委員を置き、生じた課題を臨機応変に検討・対応したことにより、大き
な問題なく終えることができた。
　次年度以降も、コロナの状況により現場実習ができない学生が生じる可能性がある以上、2020年度に代替実
習の基盤形成を行ったことは、今後に生かせる成果といえよう。
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２．今後の課題
　一方、今後の課題も山積している。３割の学生が不満を抱いていたため、それに対する対応が求められる。
その内訳は５点ある。
　一点目は、オンデマンドコンテンツに内容の偏りがあったことである。今回は時間に追われるなかで一通り
の教材作成を目標にしたこともあり、高齢分野中心の内容となった。そのため、事前学習で本来自身が行くは
ずの別分野の学習を行っていた学生にとっては、事前学習との相違に不満を感じていたことがうかがえた。そ
のため、今後は障害分野、児童分野のオンデマンドコンテンツも作成し、事前学習との齟齬を防ぐことが求め
られる。
　二点目は、現場に行けないこと自体の不満である。コロナ下でこの点は如何ともしがたいが、更なる工夫の
余地はあると考える。具体的には、実習現場とリモートでつなぎ現場の様子をLiveで視聴できるようにする、
実習指導者の方により多くゲスト講師として登壇していただく等である。
　三点目は、毎日のオンデマンドコンテンツ視聴と、課題シートの負担が大きいことである。ともすると半日
以上かけて一人で取り組まなければならず、それらの積み重ねが学生の心身に負担をかけている現状が明らか
となった。これについては、学生の実習に必要な知識を選択しコンテンツの視聴箇所を絞って伝えることと、
課題量の調整が求められる。
　四点目は、教員間での統一がはかれていなかった点である。今回はとにかく実施できる教員全てが分担して
担当したため、学生の振り返りの方法にばらつきが生じる結果となった。今後は、今回ほど担当が分散しない
教員体制を検討するとともに、教員間での質の相違が生じないように振り返り内容の定式化を行う等、教員間
での統一をはかることが必要である。
　そして五点目は、現場実習と同額の実習費に対する不満である。これについては、代替実習で係る費用の試
算を行ったうえで、必要であれば担当部署との調整を行うなかで、適正な負担額を課す方策を検討していく必
要がある。
　以上、社会福祉学部での代替実習の成果と課題をみてきた。最後に、重い負担のなかで実習を乗り切った学
生には心からの労いを、代替実習を担当した教職員には感謝の意を表したい。
引用文献
文部科学省と厚生労働省（令和２年２月28日）「新型コロナウイルス感染症の発生に伴う医療関係職種等の各学校、
養成所及び養成施設等の対応について」
一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟（令和２年４月３日）「会長声明　新型コロナウイルス感染症拡大
傾向に伴う社会福祉士及び精神保健福祉士養成教育に対する考えについて」
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資料　代替実習に関するアンケート調査票（実習生）
代替実習に関するアンケート（ご協力のお願い）
　みなさん24日間、よくがんばって代替実習を終了されました。ハードなスケジュールで心も身体も大変
だったと思います。ほんとうにお疲れさまでした。
　実習受入れが中止になった皆さんに、なんとか国家資格取得を目指してもらえるよう、大学としてでき
るかぎりのリソースを投入して代替実習のしくみを準備しました。しかし、ゼロから手探りで創った代替
実習のしくみですので、もし来年度もコロナ禍で現場実習が行えない状況が続くようであれば、このしく
みの課題点を改善して臨む必要があると考えています。
　つきましては、実習生の皆さんの感想、意見をお聞かせいただきたく、アンケートに回答いただければ
と存じます。科目ホームの「代替実習に関するアンケート」、または以下のURLよりGoogleフォームにアク
セスできますので、ぜひご協力をお願いします。
１．実習方式を教えてください。
　・代替実習を24日間行った
　・現場実習と代替実習を組み合わせて行った
２．実習分野を教えてください。
　・高齢分野
　・障害分野
　・児童分野
３．次の実習プログラム（内容）を通して、あなたの学びはどの程度深まりましたか。
【１日目～６日目：職場実習】 法人が運営する各施設・事業の理解、多職種理解、地域理解
【７日目～９日目：職種実習】 老人デイサービスセンター生活相談員の業務理解
【10日目～12日目：SW実習】 個別支援計画の作成（老人デイサービスセンター）
【13日目～14日目：SW実習】 特別養護老人ホームにおけるソーシャルワークの理解
【15日目～18日目：SW実習】 個別支援計画の作成（各分野）
【19日目～21日目：SW実習】 社会福祉法人・施設の地域に対する取り組み、権利擁護の理解
【22日目～23日目：SW実習】 ソーシャルアクションの取り組みの理解
【24日目】　 実習全体のまとめ、プレゼンテーション
　・学びが深まった
　・学びがやや深まった
　・学びがあまり深まらなかった
　・学びが深まらなかった
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４．次の実習方法を通して、あなたの学びはどの程度深まりましたか。
オンデマンド教材の視聴＋課題（ワーク）シートの記入
リモート（Zoom）によるクラス指導
対面によるクラス指導
対面による個別支援計画作成実習
実習日誌の記入
実習スーパービジョン／帰校指導
　・学びが深まった
　・学びがやや深まった
　・学びがあまり深まらなかった
　・学びが深まらなかった
５．今回の代替実習では、クラス指導を対面で９日、リモートで15日（比重３：５）実施しました。クラス指
導の形態について、あなたの意見にあてはまるものを１つ選んでください。
　・全て対面で行った方が良い
　・対面が多い方が艮い
　・半々くらいで良い
　・リモートが多い方が良い
　・全てリモートで行った方が良い
６．代替実習全体の満足度をお聞かせください。
　・たいへん満足
　・満足
　・不満
　・とても不満
７．代替実習で、今回実施した実習プログラム以外で経験したかったことがあればお聞かせください。（自由
記述）
８．代替実習全体に関する感想をお聞かせください。（自由記述）
